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冬季ノルウェー海北東部の深海におけるカイアシ類出現個体数の測定: 

レーザー光学式プランクトンカウンターとマルチネットの比較 

 

 北大西洋高緯度域の動物プランクトン相に優占するカイアシ類 Calanus finmarchicus は秋季に表層か

ら深海に潜り、冬季は水深 600 m 以深で休眠して過ごす。越冬深度をコントロールするメカニズムはい

まだに明らかにされていないが、光強度や捕食者からの逃避など様々な要因が考えられる。北大西洋高

緯度域において C. finmarchicus は海洋食物網の鍵種であるにも関わらず、冬季の分布深度に関する知見

は限られている。冬季の C. finmarchicus の分布は空間的・時間的に変動が大きいと予想されるため、そ

の測定にはレーザー光学式プランクトンカウンター（LOPC）等の測器が向いていると考えられる。本

研究は冬季ノルウェー海北東部において、LOPC とマルチネットの両方を用いて水深 1600 m までの C. 

finmarchicus 休眠個体の定量を行い、両結果を比較して、当海域の野外調査における LOPC の有用性を

考察したものである。 

 2007 年 1 月の 2 週間にわたって、ノルウェー北部の大陸斜面の西方に設けた水深 700-2000 m の 34 定

点にて、口径枠に LOPC を装着した目合い 180 μm のマルチネットを鉛直曳きし、ネット採集と同時に

LOPC データを取得した。マルチネットの採集層は 5 層で、深度に応じて採集間隔を変えた。マルチネ

ット採集試料はホルマリン固定し、カイアシ類の種および発育段階同定を行った。LOPC のデータから

C. finmarchicus の休眠個体のデータを抽出するために、室内実験室にて海水のみの測定、別途採集した

生きた C. finmarchicus の測定を行い、本種の測定特性（ESD、減衰度（AI））を測定して、野外の LOPC

データから C. finmarchicus のデータを抽出した。 

当海域において、LOPC により測定されるカイアシ類の ESD サイズ範囲は 500-3000 μm であり、

1000-1500 μm の間にピークが見られた。マルチネットによる種組成では、冬季の当海域では C. 

finmarchicus の C4 と C5 が卓越しており、カイアシ類個体数の 85%を占めていた。C. finmarchicus の C4

と C5 の ESD サイズ範囲は 900-1500 μm であった。マルチネットと LOPC による出現個体数を比較した

ところ、全動物プランクトンに関する相関係数（r）は 0.7-0.75 の間にあり、測定方法の違いによる差は

見られなかった。また C. finmarchicus の出現個体数に関しても、ESD が 900-1500 μm のサイズ範囲にお

いて、マルチネットと LOPC の間に差は見られず、両方法による出現個体数の差は 50 ind. m-3 以下であ

った。これらのことは、種組成が単純な冬季の当海域において、LOPC はマルチネットに劣らない測定

能力を有しており、カイアシ類の微細分布を明らかに出来る点では、より優れているといえる。野外に

おける LOPC データから、C. finmarchicus 出現個体数は水深 400-1400 m で多く（ピークは 900 m）、本種

は鉛直的に広い範囲に分布しており、これはマルチネットによる定量結果と一致していた。このように、

LOPC は動物プランクトンの出現個体数の分布を広範囲にわたって高解像度かつ短時間に明らかにする

ことの出来る測器として有用であることが明らかになった。 
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